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町の頼れる
存在！

　　芝山町
消防団！

１０月１６日、スポーツ広場にて芝山町消防団規律訓
練及び初任者教育が行われ、町の全分団が一堂に会し、
小隊・中隊訓練を中心に出初式の予行も兼ね、団員同
士の動作や連携など、団員一人一人の心構えを再確認
しました。

芝山町消防団規律訓練
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これからの
町の成長戦略 9 月

議 会
〜第３回芝山町議会定例会のあらまし〜

９
月
定
例
会　

議
案
審
査

　
令
和
４
年
第
３
回
芝
山
町
議
会
定
例

会
は
、
９
月
13
日
に
招
集
さ
れ
、
９
月

28
日
ま
で
の
16
日
間
の
会
期
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

委
員
会
付
託
議
案

○
総
務
常
任
委
員
会　
　
　
　

  
５
件

○
ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会　

  
５
件

令
和
３
年
度
決
算

　
84
億
５
０
０
０
万
円
を
認
定

一
般
会
計
歳
入　
67
億
６
３
２
５
万
円

（
町
民
1
人
あ
た
り
97
万
６
２
２
０
円

の
収
入
）

一
般
会
計
歳
出  

62
億
６
５
１
４
万
円

（
町
民
1
人
あ
た
り
90
万
４
３
２
１
円

の
支
出
）

令
和
３
年
度
の
監
査
委
員
総
評

効
率
的
か
つ
効
果
的
な
行
財
政
運
営

　
一
般
会
計
の
歳
入
に
占
め
る
税
金

な
ど
の
自
主
財
源
は
72
・
9
％
で
、

財
政
運
営
の
自
主
性
の
大
き
さ
を
示

す
財
政
力
指
数
は
0
・
９
８
９
で
県

内
の
自
治
体
で
は
、
8
番
目
と
い
う

高
い
水
準
に
あ
る
。
し
か
し
、
人
件

費
な
ど
の
決
ま
っ
た
支
出
の
割
合
を

示
す
経
常
収
支
比
率
は
、
80
・
6
％

と
前
年
度
と
比
べ
て
10
・
3
ポ
イ
ン

ト
下
回
る
大
幅
な
改
善
が
見
ら
れ
た
。

　
今
後
も
社
会
保
障
関
連
経
費
の
増

加
は
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
要
素

で
あ
る
た
め
、
効
率
的
か
つ
効
果
的

な
行
財
政
運
営
に
努
め
て
も
ら
い
た

い
。

　
町
財
政
を
中
長
期
的
な
視
点
か
ら

見
て
み
る
と
、
成
田
空
港
の
更
な
る

機
能
強
化
と
連
動
し
た
快
適
な
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
た
「
市
街
地
再
編

事
業
」の
実
施
や
、「
簡
易
水
道
事
業
」

等
が
予
定
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
事
業
に

は
多
額
の
財
源
が
必
要
に
な
る
こ
と

か
ら
総
合
計
画
に
沿
っ
た
適
切
か
つ

着
実
な
事
業
執
行
が
求
め
ら
れ
る
。

今
後
も
、
第
５
次
総
合
計
画
の
下
、

そ
の
理
念
で
あ
る
次
世
代
が
誇
れ
る

芝
山
創
成
へ
の
始
動
か
ら
、「
<
ま

ち
・
子
育
て
・
仕
事
・
暮
ら
し
>
充

実
と
希
望
が
生
ま
れ
る
国
際
空
港

町タ
ウ
ン・
芝
山
」
の
実
現
に
向
け
て
全
町

一
丸
と
な
り
努
力
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
　
　

  

「
決
算
審
査
意
見
書
よ
り
抜
粋
」
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　現職議員の萩原正規氏が去る
8月 27日逝去しました。
　萩原氏は議会だより編集委員
会委員長、まちづくり常任委員
会副委員長を務められました。
　ここに謹んで哀悼の意を表す
るとともに、心からご冥福をお
祈りいたします。

萩
原
正
規
議
員　
逝
去
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　地域応援商品券事業委託料、交通事業者特別応援金、転
作達成報償費、有害獣防護柵設置補助事業、町道維持補修
費、町道 01-005 号線高田地先歩道整備工事など

　令和４年度
芝山町一般会計補正予算（第３号）

議案第４号

　地方公務員の育児休業等に関する法律及び育児休業、介
護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法
律及び雇用保険法の一部を改正する法律の一部を改正する
法律が施行されることに伴い、育児休業の取得回数制限の
緩和等条例の一部を改正

　職員の育児休業等に関する条例の一部を改
正する条例の制定

議案第２号

議　案　審　議

Q【岩澤勝則議員】臨時財政対策債4000万円の減額理由は。

A 平成25年に交付税の制度改正があり、交付税不交付団
体は、臨時財政対策債の発行はできなくなりました。当

町は今回不交付団体となりましたので、発行はできません。

Q【岩澤達弥議員】今年度から不交付団体になったことで
空港周辺対策交付金も１億5000万円減額になるという

説明だったが、来年度以降の影響は。

A 令和4年度は、国庫補助金、県費補助金は影響がないと
見込んでおります。次年度以降は、県費補助金の防音住

宅空調機器の更新事業、住宅改築併行防音工事の補助事業は、
令和4年度の財政力指数により、補助金はありません。

Q【岩澤達弥議員】空港周辺対策交付金が１億5000万円
減ってしまい、大きな減額となるので、激変緩和措置と

して、空港会社と折衝する必要があると思うがいかがか。

A 空港会社より、空港周辺対策交付金の普通交付金と地域
振興枠について説明がありました。現在、空港会社と調

整しています。

９月定例会で審議された議案の中から注目の議案をご紹介します。（議案採決Ｐ１７）
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【プッシュ型交付(給付金)】申請不要で各自治体から受けられる
給付金などを指す。今回の交付対象者は令和４年１０月１日現
在芝山町に住民登録がある方

　令和4年第3回定例会に提出された補正予算は、コロナ感染拡大収束の見通しが
依然として厳しい中、世界的なエネルギーや食料品等の物価高騰の影響による生活
支援等を目的とした、国からの「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付
金」の活用を中心に、総額で２億１７４万９０００円が増額され、今年度の一般会
計予算の総額は５９億８７５０万３０００円になりました。ここでは注目の補正予
算を紹介します。

地域応援商品券事業

企画空港政策課 企画調整係
【企画政策費】

コロナ禍での物価高騰に対し、住
民の購買支援をするため、町内で
使用可能な商品券を世帯主宛てに
世帯全員分を郵送します

2478万円

＜※商品券のプッシュ型交付＞

それぞれの安心
　　みんなの笑顔

いつだって　大切なのは
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2022年９月　注目の補正予算

歩道整備事業

まちづくり課　道路建設係
【道路橋梁費】

高田地先の町道に歩道を整備する
ための工事

648万円

＜町道０１－００５号線の整備工事＞

有害獣防護柵
設置事業補助金

産業振興課　農政係
【農業振興費】

アライグマなどの有害獣による
農作物被害を防止するために農
地へ設置する電気柵に対し、購
入費用の一部を助成

50万円

＜有害獣被害防止への対策＞

交通事業者
特別応援金

転作達成報償費

企画空港政策課 企画調整係
【空港対策費】

産業振興課　農政係
【農業費】

原油価格高騰の影響を受けなが
らも事業継続に努める交通事業
者に給付し、町内公共交通の維
持を図る

主食用米から飼料用米・加工用
米などへの転作面積が当初の見
込みより多かったため、増額補
正

525万円

155万円

＜町内公共交通の経営維持＞

＜水田の利活用を促進＞
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Q
【
坂
井
議
員
】
正
規
職
員
の

育
児
休
業
の
取
得
回
数
制
限

の
緩
和
と
非
常
勤
職
員
の
育
児
休

業
の
取
得
要
件
の
緩
和
内
容
は
。

A
育
児
休
業
は
、
原
則
２
回
ま

で
取
得
可
能
に
な
り
、
非
常

勤
職
員
の
取
得
要
件
で
は
、
子
の

出
生
日
後
８
週
目
か
ら
６
か
月
を

経
過
す
る
日
ま
で
雇
用
が
終
了
す

る
こ
と
が
明
ら
か
で
な
い
こ
と
に
緩

和
さ
れ
ま
し
た
。

Q
【
戸
井
議
員
】
千
葉
県
市
町

村
総
合
事
務
組
合
で
事
務
処

理
を
し
て
い
る
公
平
委
員
会
と
は
、

ど
の
よ
う
な
委
員
会
な
の
か
。

A
地
方
公
務
員
法
に
定
め
ら
れ

た
職
員
の
利
益
の
保
護
と
公

平
な
人
事
権
を
確
保
す
る
こ
と
を

目
的
に
設
置
さ
れ
た
機
関
で
、
職

員
に
対
す
る
不
利
益
処
分
等
の
審

査
を
行
い
ま
す
。

Q
【
坂
井
議
員
】
小
学
校
費
と

中
学
校
費
の
光
熱
水
費
の
補

正
理
由
は
。

A
電
気
代
が
、
小
学
校
が
令
和

３
年
度
の
同
月
の
夏
頃
の
時

期
と
比
べ
約
２
倍
、中
学
校
は
約
１
．

８
倍
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

電
力
の
高
騰
に
よ
り
支
出
が
増
え
た

こ
と
に
よ
る
増
額
補
正
で
す
。

Q
【
岩
澤
達
弥
議
員
】
国
民
健

康
保
険
税
の
限
度
額
を
超
え

た
方
の
人
数
は
。

A
令
和
２
年
度
医
療
費
分
に
つ

い
て
は
17
名
、
令
和
３
年
度

は
21
名
、
令
和
４
年
度
は
29
名
で

す
。Q

【
岩
澤
達
弥
議
員
】
国
民
健

康
保
険
税
率
に
つ
い
て
は
、
こ

こ
何
年
か
据
え
置
き
だ
が
、
保
険

税
が
伸
び
て
い
れ
ば
、
税
率
を
引

き
下
げ
る
検
討
も
必
要
で
は
な
い

か
。A

来
年
度
に
向
け
て
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q
【
岩
内
議
員
】
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
準
備
基
金
繰
入

金
の
減
額
理
由
は
。

A
令
和
４
年
度
の
所
得
が
確
定

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
税
額
が

決
定
し
、
ま
た
、
県
へ
の
事
業
費

納
付
金
が
減
額
と
な
り
差
引
額
で
、

基
金
を
繰
入
な
く
て
済
ん
だ
こ
と

に
よ
る
減
額
で
あ
り
ま
す
。

Q
【
坂
井
議
員
】
介
護
予
防
福

祉
用
具
購
入
費
の
内
容
は
。

A
購
入
費
の
対
象
と
な
る
福
祉

用
具
は
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ

や
入
浴
補
助
用
具
の
シ
ャ
ワ
ー
チ
ェ

ア
な
ど
が
代
表
的
な
も
の
と
な
り
ま

す
。

総
務
常
任
委
員
会

R常任委員会    eportR

Q
【
小
嶋
議
員
】
農
業
委
員
会

費
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
※
Ｍ
Ｄ

Ｍ
利
用
料
の
内
容
は
。

A
農
業
委
員
会
推
進
委
員
用
に

４
台
の
端
末
を
購
入
し
て
お

り
、
紛
失
し
た
時
の
位
置
情
報
の

取
得
や
、
ロ
ッ
ク
機
能
で
す
。

Q
【
實
川
議
員
】
転
作
達
成
報

償
費
の
増
額
理
由
は
。

A
当
初
予
算
よ
り
転
作
用
の
加

工
用
米
が
80
ａ
増
え
３
０
８
０

ａ
、
飼
料
用
米
が
１
４
６
５
ａ
増
え

６
４
６
５ａ
と
な
っ
た
た
め
で
す
。

Q
【
實
川
議
員
】
有
害
獣
防
護

柵
設
置
事
業
補
助
金
の
内
容

は
。A

ハ
ク
ビ
シ
ン
や
ア
ラ
イ
グ
マ
等

の
有
害
獣
に
よ
る
農
作
物
被

害
を
防
止
す
る
た
め
に
設
置
す
る

電
気
柵
購
入
を
補
助
す
る
新
規
事

業
で
す
。

Q
【
岩
澤
勝
則
議
員
】
高
谷
川

沿
い
道
路
予
備
設
計
等
業
務

委
託
料
の
内
容
は
。

A
関
係
機
関
協
議
を
踏
ま
え
一

部
線
形
変
更
を
行
っ
た
た
め

の
追
加
路
線
測
量
や
地
質
調
査
の

ボ
ー
リ
ン
グ
箇
所
の
変
更
・
数
量
の

変
更
で
す
。

Q
【
岩
澤
勝
則
議
員
】
道
路
工

事
請
負
費
の
内
容
は
。

A
高
田
の
共
同
利
用
施
設
付
近

交
差
点
か
ら
木
戸
川
ま
で
の

北
側
に
歩
道
を
整
備
す
る
も
の
で
、

本
年
度
は
盛
り
土
や
電
柱
の
移
設

を
行
い
ま
す
。

Q
【
小
嶋
議
員
】
農
業
集
落
排

水
事
業
の
取
付
管
設
置
工
事

の
内
容
は
。

A
公
共
桝
設
置
２
件
分
の
工
事

費
で
す
。

Q
【
小
嶋
議
員
】
※
公
共
下
水

道
事
業
経
営
戦
略
改
定
の
理

由
は
。

A
令
和
５
年
度
以
降
、
公
営
企

業
会
計
と
な
る
下
水
道
事
業

に
対
し
て
、
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
の
交
付
条
件
と
な
る
た
め

で
す
。

Q
【
岩
澤
勝
則
議
員
】
公
共
下

水
道
事
業
の
加
入
率
は
。

A
対
象
件
数
２
７
９
３
件
の
内

２
２
６
１
件
加
入
し
て
お
り

加
入
率
81
％
と
な
り
ま
す
。

Q
【
岩
澤
勝
則
議
員
】
共
同
浄

化
槽
事
業
の
進
捗
状
況
は
。

A
川
津
場
、
菱
田
地
区
の
空
港

移
転
代
替
地
の
浄
化
槽
で
あ

り
、
基
本
設
計
が
固
ま
り
、
管
の

設
置
な
ど
の
実
施
設
計
中
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

【ＭＤＭ】スマートフォンやタブレットなどの携帯端末を業
務で利用する際に一元的に管理するための仕組み。

【公共下水道事業経営戦略】各公営企業が、将来にわたって安定
的に事業を継続していくための中長期的な経営の基本計画であり、
この計画に基づき計画的かつ合理的な 経営を行うことにより、経
営基盤の強化と財政マネジメントの向上を図っていく 必要がある。

　９月15日に開催された総務常任委員会及びまちづくり常任委員会において議長から付託を受けた議
案10件を審査しました。

確かな視点で慎重審議
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Q
A

R全員協議会    eportR

令和４年７月から９月にかけて開催された全員協議会での 
主な質疑の内容を報告します。

■
８
月
５
日

空
港
を
一
望
で
き
る
公
園

の
計
画
の
進
捗
は

Q 【
岩
澤
達
弥
議
員
】
空
港
を

一
望
で
き
る
公
園
を
作
る
計

画
に
つ
い
て
、
多
古
町
の
意
向
は

ど
う
か
。

A
多
古
町
は
公
園
だ
け
で
も
作

り
た
い
意
向
が
あ
る
よ
う
で

す
。Q 【

岩
澤
達
弥
議
員
】
実
施
プ

ラ
ン
に
あ
っ
た
展
望
公
園
の

意
味
は
。

A
町
と
し
て
、
国
道
２
９
６
号

線
の
周
辺
に
作
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
実
施
プ
ラ
ン
に
載
せ
て

い
ま
し
た
。

■
９
月
６
日

財
政
力
指
数
が
13
年
ぶ
り

に
１
超
え

Q 【
平
山
議
員
】
財
政
力
指
数

が
１
を
上
回
っ
て
し
ま
っ
た

が
、
担
当
課
長
と
し
て
今
後
ど
の

よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
か
。

A
予
算
を
組
む
際
、
補
助
金

や
基
金
を
活
用
し
な
が
ら

し
っ
か
り
と
予
算
編
成
を
し
て

い
き
ま
す
。

Q 【
坂
井
議
員
】
職
員
の
育

児
休
業
に
関
し
て
出
生
日

の
６
月
と
い
う
表
記
の
意
味
は
。

A
６
か
月
と
い
う
意
味
で
す
。

Q 【
伊
橋
議
員
】
男
性
職
員

も
育
児
休
業
を
取
得
で
き

る
の
か
。

A
女
性
職
員
の
取
得
で
き
る

期
間
と
は
差
が
あ
り
ま
す

が
、
取
得
で
き
ま
す
。

Q 【
實
川
議
員
】
一
般
会
計

の
人
事
異
動
に
伴
う
予
算

額
と
決
算
額
に
差
が
あ
る
が
、

ど
う
い
う
こ
と
か
。

A
予
算
編
成
後
に
職
員
の
増

減
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

Q 【
實
川
議
員
】
福
祉
関
係

の
職
員
が
減
っ
た
よ
う
だ

が
、
職
員
体
制
に
影
響
は
な
い

の
か
。

A
予
算
編
成
前
の
職
員
減
少

で
あ
れ
ば
採
用
枠
を
増
や

せ
ま
す
が
、
編
成
後
で
は
人
事

調
整
は
難
し
い
で
す
。

Q 【
平
山
議
員
】
農
業
費
の

転
作
達
成
報
償
金
に
つ
い

て
、
転
作
の
現
状
は
ど
う
か
。

A
ほ
と
ん
ど
が
飼
料
用
米
と

加
工
用
米
へ
の
転
作
と

な
っ
て
い
ま
す
。

■
９
月
28
日

防
災
行
政
無
線
戸
別
受

信
機
の
現
状
は

Q
【
實
川
議
員
】
防
災
行
政

無
線
が
聞
き
づ
ら
い
場
合

が
あ
る
が
、
電
波
が
弱
い
場
所

へ
の
対
応
は
。

A
各
家
庭
内
で
受
信
で
き
る

場
所
へ
の
子
機
の
移
動
を

推
奨
し
、
そ
れ
で
も
聞
こ
え
な

い
場
合
は
外
部
ア
ン
テ
ナ
を
設

置
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Q
【
岩
内
議
員
】
戸
別
受
信

機
の
故
障
例
は
ど
う
い
っ

た
も
の
が
あ
る
の
か
。

A
主
に
経
年
劣
化
に
よ
る
故

障
が
多
い
で
す
。

Q
【
岩
澤
達
弥
議
員
】
戸
別

別
受
信
機
は
ど
の
く
ら
い

の
寿
命
か
。
ま
た
、
す
で
に
配

布
し
て
い
る
件
数
は
。

A
お
お
む
ね
10
年
程
度
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。
配
布
件

数
は
１
７
０
０
台
程
で
す
。

Q
【
平
山
議
員
】
道
路
の
破

損
箇
所
の
報
告
を
郵
便
局

な
ど
に
も
協
力
要
請
を
し
て
み

て
は
。

A
協
力
要
請
に
つ
い
て
は
検

討
し
ま
す
。

議会
の
視点

▲近年、飼料用米などへ転作も進む稲作

▲情報収集の要であ
る防 災行政 無 線
戸別受信機
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　全議員により構成された「決算審査特別委員会」
で、3 日間合計 14 時間を費やして慎重審議した
結果、令和３年度の町会計収支を全会一致で認定
しました。

4億2813万円の

62億6514万円

令和３年度の実質収支は

歳出総額(B)

【町債】
町の借金にあたり、一般会計における
年度末残高は 24億 2538 万円で、前
年比 5.6％の増加。
特別会計を含む合計残高は、32 億
1126万円。

(A)－(B)－(C)

令和3年度　芝山町一般会計歳入歳出決算認定

２０２１歳出ランキング 6. 消防費　2 億 8640 万円（4.6％）

1. 総務費　21 億 6258 万円（34.5％） 7. 公債費　2 億 5778 万円（4.1％）

2. 民生費　14 億 1733 万円（22.6％） 8. 農林水産業費　2 億 145 万円（3.2％）

3.土木費　　7億14719万円（11.9％） 9. 議会費　　　8586 万円（1.4％）

4. 衛生費　    　5 億 946 万円（8.1％） 10. 商工費 　　5787 万円（0.9％）

5. 教育費　　　4 億 9713 万円 (8.0%) 11. 災害復旧費　4209 万円（0.7％）

▲小池地区の道路改良工事の
完成箇所の視察風景

▲文化センター天井耐震改修工事の様子

　人件費や扶助費などの使い道
が決まっている支出の割合を示
す「経常収支比率」は、比率が
低いほど柔軟な予算の活用が出
来るという指標であり、令和３
年度は 80.6％と前年度と比べ
て 10.3% 下回る大幅な改善が
見られた。

【支出の特徴】

翌年度への繰り越し額は
6998万 (C)

字黒

みんなのお金、みんなのお金、
　こう使われました！　こう使われました！
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歳入総額(A)

【繰入金】
町の貯金にあたる財政調整基金など
から繰り入れた予算（財政調整基金
の年度末残高は9億 5227万円）

Q
【
岩
内
議
員
】
法
人
事
業
税
交
付
金
の
増

加
理
由
と
今
後
の
伸
び
は
。

A 

令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
法
人
事
業
税
の一

部
を
市
町
村
に
交
付
す
る
制
度
が
創
設
さ

れ
た
も
の
で
、
法
人
事
業
税
の
伸
び
に
よ
り
前

年
度
よ
り
増
加
し
ま
し
た
。
今
後
も
伸
び
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

Q
【
平
山
議
員
】
消
防
機
庫
の
新
設
及
び
取

り
壊
し
費
用
の
町
負
担
は
。

A
車
庫
、
団
員
詰
所
等
の
新
設
は
、
上
限

６
０
０
万
円
で
、
既
存
車
庫
、
団
員
詰
所

等
の
解
体
撤
去
は
全
額
町
が
負
担
し
ま
す
。

Q
【
平
山
議
員
】
広
報
誌
の
新
聞
折
り
込
み

は
、
今
後
ど
う
な
る
の
か
。

A
当
面
は
継
続
し
て
い
き
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
を
見
極
め
て
再

検
討
し
ま
す
。

Q
【
實
川
議
員
】
自
主
防
災
組
織
の
今
後
の

推
進
は
。

A
現
在
、
は
に
わ
台
と
谷
平
野
の
２
地
区
で

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
に
問
い
合
わ
せ
が

あ
り
説
明
に
伺
っ
た
地
区
が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
、

災
害
時
の
自
助
・
共
助
の
取
り
組
み
促
進
の
た

め
事
業
周
知
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

Q
【
岩
内
議
員
】
町
税
の
徴
収
率
が
97
・
０
％

と
対
前
年
度
比
よ
り
12
・
９
％
高
い
要
因
は
。

A
令
和
３
年
度
は
、
令
和
２
年
度
よ
り
差
し

押
さ
え
件
数
が
増
え
た
こ
と
が
一つ
の
要
因

で
す
。

Q
【
實
川
議
員
】
今
後
の
町
税
の
伸
び
は
。

A
令
和
４
年
度
は
、
町
民
税
の
譲
渡
所
得
関

係
で
、
約
６
０
０
０
万
円
、
固
定
資
産
税

で
は
、
住
宅
新
築
、
土
地
の
地
目
変
更
、
償
却

資
産
の
増
加
で
約
１
億
４
０
０
０
万
円
、
当
初

予
算
額
よ
り
増
え
る
見
込
み
で
す
。

Q
【
小
嶋
議
員
】
福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
事
業

の
利
用
者
が
少
な
い
理
由
は
。

A
福
祉
タ
ク
シ
ー
は
障
が
い
者
の
方
が
利
用
す

る
も
の
で
す
が
、
介
護
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す

る
方
が
多
い
た
め
で
す
。
令
和
４
年
度
か
ら
は
、

福
祉
タ
ク
シ
ー
の
ほ
か
に
自
動
車
燃
料
費
の
助
成

を
始
め
て
お
り
ま
す
。

Q
【
小
嶋
議
員
】
保
育
園
費
の
工
事
請
負
費

の
内
容
は
。

A
保
育
園
３
園
に
元
か
ら
網
戸
が
な
か
っ
た
の

で
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
し
て
換
気
が
必

要
な
た
め
、
網
戸
を
新
設
し
た
も
の
で
す
。

Q
【
小
嶋
議
員
】
教
育
費
の
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有

調
査
業
務
の
内
容
は
。

A
既
に
取
壊
し
が
終
わ
っ
て
い
る
教
員
住
宅
に

つ
い
て
調
査
し
た
も
の
で
す
。

自主財源　(72.9％ ) 依存財源　(27.1%)
町　税　28 億 1888 万円（41.7％） 国庫支出金　4 億 8721 万円（7.2％）

諸収入　13 億 8974 万円（20.6％） 町　債　　　3 億 7698 万円（5.6％）

繰越金　  3 億 4476 万円（5.1％） 地方消費税交付金 2 億 6506 万円（3.9％）

財産収入  １億 7320 万円（2.6％） 県支出金　　2 億 3193 万円（3.4％）

その他　  1 億 9382 万円（2.9％） 地方交付税　1 億 9990 万円（3.0％）

小　計　49 億 2040 万円 その他　　　2 億 8177 万円（4.0％）

小　計　　 18 億 4285 万円

決
算
審
査
特
別
委
員
会 

総
務
関
係

財政運営の自主性を示す
単年度財政力指数は

0.979

67億6325万円
　歳入の構造としては、原則と
して町税等で占める一般財源
の割合が高いほど望ましいと
されており、令和３年度の割
合は、67.8％を占めた。また、
使途が限定される特定財源は、
32.2％であった。

【収入の特徴】
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Q
【
岩
内
議
員
】
住
宅
取
得
支
援

事
業
申
請
11
件
の
内
転
入
者
は
。

A
９
件
、
子
供
７
名
を
含
む
23
名

の
移
住
が
実
現
し
ま
し
た
。

Q
【
小
嶋
議
員
】
産
業
用
地
創
出

事
業
の
地
権
者
確
認
が
50
％
で

あ
り
今
後
合
意
形
成
で
き
る
か
。

A
地
権
者
回
り
の
感
触
で
は
、
計

画
が
具
体
的
に
な
っ
て
く
れ
ば

理
解
が
得
ら
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

Q
【
小
嶋
議
員
】
環
境
整
備
費
の

使
途
報
告
は
ど
の
様
に
す
る
か
。

A
申
請
時
に
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
に

よ
る
使
途
確
認
を
当
面
行
っ
て

い
き
ま
す
。

Q
【
岩
澤
達
弥
議
員
】
不
交
付
団

体
と
な
り
、
空
港
周
辺
対
策
交

付
金
の
地
域
振
興
枠
減
額
な
ど
を
特

別
交
付
金
の
増
額
で
補
え
な
い
か
。

A
特
別
交
付
金
の
事
業
を
検
討
し

て
増
や
し
て
い
く
考
え
で
す
。

Q
【
平
山
議
員
】
圏
央
道
を
活
用

し
た
地
域
振
興
施
設
の
整
備
事

業
に
つ
い
て
今
後
の
見
通
し
は
。

A
可
能
性
を
調
査
し
、
課
題
を
整

理
し
た
結
果
、
流
動
的
な
部
分

が
多
い
の
で
一
時
休
止
し
ま
し
た
。

Q
【
伊
橋
議
員
】
ひ
こ
う
き
の
丘

ト
イ
レ
の
清
掃
委
託
の
内
容
は
。

A
管
理
業
務
を
委
託
し
、
２
日
に

１
度
清
掃
し
て
い
ま
す
。
昨
年

度
は
土
日
の
清
掃
を
強
化
し
ま
し
た
。

Q
【
小
嶋
議
員
】
３
つ
の
住
宅
拠

点
の
分
譲
開
始
時
期
は
。

A
川
津
場
地
区
は
令
和
７
年
度
か

ら
段
階
的
に
分
譲
を
開
始
し
ま

す
が
、
小
池
・
千
代
田
地
区
は
、
土

地
区
画
整
理
亊
業
と
し
て
進
め
る
関

係
か
ら
令
和
７
年
度
に
県
の
事
業
認

定
を
受
け
る
予
定
で
す
。

Q
【
岩
内
議
員
】
町
が
所
管
す
る

49
橋
梁
の
修
繕
予
定
は
。

A
令
和
２
年
度
調
査
を
実
施
し
た

結
果
、
緊
急
修
繕
を
要
す
る
橋

梁
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ボ
ッ

ク
ス
の
段
差
や
ひ
び
割
れ
が
多
く
、

予
防
的
修
繕
が
必
要
な
所
が
38
ヵ
所

あ
り
、
順
次
修
繕
し
ま
す
。

Q
【
岩
澤
達
弥
議
員
】
町
内
全
域

路
線
維
持
補
修
予
算
が
補
正
で

毎
年
増
額
さ
れ
て
い
る
が
当
初
予
算

で
組
め
な
い
か
。

A
町
民
か
ら
の
要
望
も
多
く
、
財

政
係
や
担
当
部
署
と
相
談
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

Q
【
岩
内
議
員
】
新
規
就
農
者
の

相
談
は
あ
る
か
。

A
相
談
は
あ
り
ま
す
が
、
件
数
と

し
て
は
少
な
い
で
す
。

Q
【
實
川
議
員
】
認
定
農
業
者
育

成
資
金
の
利
用
者
が
多
く
、
予

決算審査特別委員会

９
月
22
日 

ま
ち
づ
く
り
関
係

Q
【
伊
橋
議
員
】
学
校
給
食
の
地

場
産
物
使
用
促
進
事
業
に
お
け

る
地
産
地
消
の
推
進
内
容
は
。

A
日
頃
、
学
校
給
食
で
地
場
産
物

の
使
用
が
あ
る
と
き
は
、
校
内

放
送
で
児
童
・
生
徒
に
周
知
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
給
食
の
賄
い
材
料

を
で
き
る
限
り
地
場
産
物
を
使
用
す

る
こ
と
に
心
掛
け
て
お
り
ま
す
。

算
が
不
足
し
て
い
る
と
の
事
だ
が
ど

の
く
ら
い
の
要
望
が
あ
る
か
。

A
予
算
内
で
打
ち
切
っ
て
お
り
、

総
数
は
把
握
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

Q
【
實
川
議
員
】
白
桝
地
区
の
ほ

場
整
備
事
業
の
進
捗
状
況
は
。

A
農
地
を
所
有
し
て
い
る
方
の

１
０
０
％
に
近
い
同
意
が
必
要

で
あ
り
、
難
航
し
て
い
ま
す
。

Q
【
岩
澤
達
弥
議
員
】
森
林
環
境

譲
与
税
は
令
和
６
年
度
よ
り
町

民
１
人
当
た
り
１
０
０
０
円
の
負
担

と
な
る
の
か
。

A
国
税
と
し
て
個
人
住
民
税
均
等

割
り
に
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

Q
【
伊
橋
議
員
】
ひ
こ
う
き
の
丘

物
販
店
舗
は
、
令
和
６
年
度
の

契
約
期
間
終
了
ま
で
営
業
は
継
続
さ

れ
る
の
か
。

A
契
約
期
間
の
２
年
間
は
赤
字
で

も
営
業
し
ま
す
。

Q
【
小
嶋
議
員
】
令
和
３
年
度
の

耕
作
放
棄
地
の
面
積
は
。

A
芝
山
町
の
全
農
地
１
６
２
６
ha

の
う
ち
耕
作
放
棄
地
は
71‌

ha
で

4.3
％
に
な
り
ま
す
。

▲子供たちから人気もあり、
　メニューも豊富な学校給食
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耕
せ
！
町
の
魅
力
！

【一般質問】芝山町議会の場合、質問時間は答弁を含めて６０分以内と
されており、一つの項目に関して再質問は２回までとされています。

※第３回定例会の傍聴者は18人でした。

岩澤勝則岩澤勝則議員議員
・農業振興地域整備計画全体見直し・農業振興地域整備計画全体見直し
・道路交通環境の整備・改善の推進・道路交通環境の整備・改善の推進

P12

岩澤達弥岩澤達弥議員議員
・成田空港の更なる機能強化・成田空港の更なる機能強化
・保育所統合事業・保育所統合事業
・道路整備・道路整備

P13

實川嘉一實川嘉一議員議員
・農業問題・農業問題
・財政・財政
・川津場地区の開発・川津場地区の開発

P15

岩内章岩内章議員議員
・農業・農業
・情報発信・情報発信
・災害対策・災害対策

P14

坂井慶子坂井慶子議員議員
・機構改革の実施・機構改革の実施
・子育て・教育に関する施策の方向性・子育て・教育に関する施策の方向性
・コロナ禍における学校教育・コロナ禍における学校教育
・芝山町地域公共交通計画・芝山町地域公共交通計画

P16

photo/ 上吹入台

芝
山
町
の
様
々
な
課
題
に
対
し
て
、
提
出
議
案
と
は
関
係
な
く
議
員
個
人
が
自
由
に
考
え
を
問
う
こ
と
の

で
き
る
一
般
質
問
。

第
３
回
定
例
会
で
は
５
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
直
面
し
て
い
る
問
題
の
解
決
や
町
の
将
来
像
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
質
問
を
投
げ
か
け
ま
し
た
。

一般
質問
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基
盤
整
備
事
業
が
完
了
し
た
年
度
の

翌
年
度
か
ら
起
算
し
８
年
を
経
過
し

て
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

事
業
計
画
の
確
実
性
や
具
体
性
が
な

い
こ
と
に
は
千
葉
県
の
同
意
を
受
け

る
こ
と
は
難
し
い
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、
先
ず
は
土
地
区

画
整
理
事
業
地
内
の
地
権
者
と
の
合

意
形
成
が
最
重
要
で
あ
る
も
の
と
認

識
し
て
お
り
、
今
後
、
千
葉
県
と
協

議
を
重
ね
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

川
津
場
地
区
で
田
園
型
居
住
地

整
備
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
近

隣
に
は
商
業
施
設
が
あ
り
、
成
田
市

三
里
塚
地
域
や
本
城
地
域
か
ら
の
交

通
量
が
増
加
し
て
い
る
町
道
３
BL-

０
０
０
１
号
線
・
町
道
３
BL-

０
０
０
５
号
線
は
、
交
通
環
境
改
善

の
た
め
、
道
路
の
改
良
を
検
討
す
る

べ
き
だ
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
道

路
網
整
備
の
計
画
を
考
え
て
い
る
か
。

【
町
長
】
本
路
線
に
つ
い
て
は
、

県
道
や
2
級
町
道
へ
の
接
続
と

い
っ
た
地
区
内
の
生
活
道
路
と
し
て

の
目
的
が
強
い
路
線
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
町
と
し
て
は
、
川
津
場
地
区

内
の
開
発
等
の
進
捗
を
見
な
が
ら
道

路
整
備
の
検
討
、
ま
た
道
路
改
良
事

業
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

最
近
、
幹
線
道
路
に
覆
い
か
ぶ

さ
る
樹
木
の
個
人
負
担
に
よ
る

伐
採
が
見
受
け
ら
れ
る
。
地
区
に

よ
っ
て
は
、
環
境
美
化
作
業
の
一
環

で
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
思
う
が
、

是
非
と
も
、
個
人
負
担
の
場
合
に
つ

い
て
、
負
担
軽
減
の
た
め
補
助
制
度

等
の
創
設
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

【
町
長
】
新
た
に
補
助
制
度
の

創
設
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、

こ
の
課
題
は
こ
れ
か
ら
も
続
く
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。
町
と
し
て
も
個

人
の
負
担
を
軽
減
し
つ
つ
、
町
公
費

の
支
出
が
伴
わ
な
い
方
法
を
調
査
、

研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

し
は
令
和
2
年
度
か
ら
令
和
5
年
度

ま
で
の
4
ケ
年
を
か
け
て
見
直
す
予

定
で
、
現
在
農
地
台
帳
や
土
地
利
用

図
な
ど
の
基
礎
資
料
の
作
成
を
進
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
用
地
区
域
に

つ
い
て
は
、
一
部
の
地
域
で
除
外
及

び
編
入
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。小

池
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

の
早
期
の
着
工
が
望
ま
れ
る
。

農
振
農
用
地
の
除
外
が
妨
げ
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、
今
回
の
全
体
見
直
し

に
反
映
で
き
な
い
の
か
。

【
町
長
】
い
わ
ゆ
る
農
振
除
外

の
5
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
5
要
件
に
は
、
事
業

の
必
要
性
や
農
振
農
用
地
を
使
用
せ

ざ
る
を
得
な
い
代
替
性
、
農
用
地
の

集
団
化
等
へ
の
影
響
、
農
用
地
の
利

用
集
積
へ
の
影
響
、
土
地
改
良
施
設

等
の
有
す
る
機
能
へ
の
影
響
、
土
地

『一般質問』

岩澤 勝則　議員
（緑の会）

（所要時間47分）

農
業
振
興
地
域
は
総
合
的
に
農

業
振
興
を
図
る
べ
き
地
域
で
あ

る
。
本
年
度
は
ど
の
よ
う
な
作
業
工

程
で
進
ん
で
い
る
の
か
。
ま
た
、
農

用
地
区
域
の
検
討
も
す
で
に
始
ま
っ

て
い
る
の
か
。

【
町
長
】
全
体
見
直
し
を
行
っ

て
い
る
農
業
振
興
地
域
整
備
計

画
は
、
昭
和
49
年
度
に
当
初
計
画
が

策
定
さ
れ
、
昭
和
63
年
度
、
平
成
7

年
度
に
変
更
さ
れ
た
も
の
を
運
用
し

て
お
り
ま
し
た
。
今
回
の
全
体
見
直

農業政策と
道路交通環境
　政策を問う

KATSUNORI IWASAWA

農
業
振
興
地
域
整
備
全
体

見
直
し
の
進
捗
は

道
路
交
通
環
境
の
整
備
・

改
善
の
推
進
は
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『一般質問』

（緑の会）

（所要時間59分）

『一般質問』

飲
用
井
戸
設
置
事
業
補
助
金
に

つ
い
て
再
考
す
べ
き
と
申
し
上
げ

た
が
回
答
は
無
く
、
私
が
言
っ
て
も

変
わ
ら
な
い
な
ら
町
民
の
皆
様
に
判

断
し
て
い
た
だ
く
し
か
な
い
と
思
い
、

議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
町
民
に
訴

え
意
見
を
頂
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

移
転
先
に
よ
っ
て
補
助
の
上
限
額
が

違
う
の
は
な
ぜ
か
。

【
町
長
】
川
津
場
・
菱
田
代
替

地
の
標
準
的
な
掘
削
深
度
の
違

い
と
代
替
地
を
選
ん
で
も
ら
う
た
め

に
差
を
設
け
ま
し
た
。

用
地
移
転
者
に
は
補
助
す
る
、

騒
音
移
転
者
に
は
補
助
し
な
い
。

同
じ
町
民
な
の
に
差
別
す
る
の
は
な

ぜ
か
。【町

長
】
移
転
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
方
の
補
助
制
度
だ
か
ら
で

す
。

１
戸
残
し
対
策
に
つ
い
て
タ
イ

ト
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
、
進
め

ざ
る
を
得
な
い
事
情
が
あ
っ
た
よ
う

だ
が
検
証
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
将
来
見
直
し
す
べ
き

点
が
出
て
く
る
可
能
性
も
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
保
育

所
の
ス
タ
ッ
フ
不
足
は
解
消
で

き
た
の
か
。

限
ら
れ
た
人
だ
け
に

税
金
投
入
か

【
町
長
】
職
員
不
足
は
解
消
で

き
て
お
り
ま
せ
ん
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
、
ど

れ
だ
け
の
事
業
を
行
う
予
定
な

の
か
。【子

育
て
担
当
課
長
】
今
の
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
の
ほ

か
に
、
一
時
預
か
り
事
業
、
利
用
者

支
援
事
業
、
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援

事
業
、
病
後
児
保
育
事
業
な
ど
を
想

定
し
た
設
計
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

保
育
所
の
２
園
化
あ
る
い
は
１

園
化
の
検
討
状
況
は
。

【
町
長
】
今
年
か
ら
２
か
年
で

保
育
所
等
再
編
計
画
を
策
定
し

２
園
化
か
１
園
化
を
決
定
し
ま
す
。

２
園
化
で
あ
れ
ば
現
施
設
に
集

約
で
き
保
育
士
不
足
を
解
消
で

き
る
は
ず
で
あ
る
。
早
急
に
実
施
す

べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

TATSUYA IWASAWA

岩澤 達弥　議員

騒
音
移
転
者
に
も
補
助
を

支
援
セ
ン
タ
ー
機
能
の

有
効
活
用
を

【
町
長
】
現
時
点
で
は
決
断
す

る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

は
に
わ
台
か
ら
国
道
２
９
６
号

線
を
結
ぶ
、
新
た
な
広
域
幹
線

道
路
を
要
望
活
動
す
る
と
あ
る
が
、

ど
こ
に
何
を
要
望
す
る
の
か
。
広
域

幹
線
道
路
で
あ
れ
ば
、
は
に
わ
台
か

ら
逆
方
向
の
県
道
八
日
市
場
八
街
線

ま
で
延
長
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
概
略
設
計
済
で
県
道

八
日
市
場
八
街
線
か
ら
国
道

２
９
６
号
線
ま
で
の
約
５
キ
ロ
の
道

路
計
画
で
す
。
富
里
市
、
山
武
市
と

事
業
実
施
に
向
け
た
要
望
を
県
に
提

出
す
る
予
定
で
す
。

ス
ー
パ
ー
セ
イ
ミ
ヤ
脇
の
道
路

に
つ
い
て
、
狭
い
区
間
は
局
部

改
良
予
定
と
あ
っ
た
が
進
捗
状
況
は

い
か
が
か
。

【
町
長
】
県
と
協
議
し
指
摘
事

項
を
調
整
中
で
す
。

成
田
市
地
籍
部
分
は
、
市
道
拡

幅
協
議
書
を
提
出
す
れ
ば
成
田

市
に
検
討
し
て
も
ら
え
る
と
あ
っ
た

が
進
捗
状
況
は
い
か
が
か
。

【
町
長
】
成
田
市
で
は
事
業
化
は

難
し
い
と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

道
路
整
備
が
急
務
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町
長
の
選
挙
公
約
に
も
あ
る
、

農
業
分
野
に
関
す
る
事
を
包
括

的
に
支
援
す
る
た
め
の
窓
口
の
設
置

に
つ
い
て
、
町
長
就
任
か
ら
間
も
な

く
一
年
を
経
過
す
る
が
、
そ
の
後
の

進
捗
状
況
は
い
か
が
か
。

【
町
長
】
こ
れ
か
ら
予
定
し
て

い
る
役
場
内
の
機
構
改
革
と
の

整
合
性
を
図
り
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

昨
年
、
町
長
が
議
員
だ
っ
た
時

の
一
般
質
問
で
、
農
業
振
興
計

画
の
策
定
を
提
案
し
、「
農
家
の
皆

さ
ん
か
ら
頂
い
た
貴
重
な
意
見
を
参

考
に
検
討
す
る
」
と
い
う
回
答
だ
っ

た
が
、
現
在
の
進
捗
状
況
は
い
か
が

か
。【

町
長
】
現
在
、
農
業
振
興
地

域
整
備
計
画
の
全
体
の
見
直
し

を
進
め
な
が
ら
、
農
業
計
画
の
策
定

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

以
前
か
ら
、
S
N
S
の
質
問

を
多
々
し
て
き
た
が
、
最
近
の

状
況
は
ど
う
か
、ま
た
、情
報
化
リ
ー

ダ
ー
会
議
の
中
で
ど
う
い
っ
た
こ
と

が
話
し
合
わ
れ
た
の
か
。

【
町
長
】
８
月
よ
り
新
た
に
町

の
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
開

設
し
ま
し
た
。
情
報
化
リ
ー
ダ
ー
会

議
で
は
、
S
N
S
の
有
益
な
活
用

方
法
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
本
町
で
の
災
害
対
策
面

の
S
N
S
の
活
用
は
、
担
当

課
と
し
て
ど
の
よ
う
な
評
価
を
し
て

い
る
か
。

【
総
務
課
長
】
災
害
時
に
お
い

て
、
重
要
な
の
は
迅
速
か
つ
正

『一般質問』

町
長
の
目
指
す
農
業
は

現
在
の
町
の
情
報
発
信
は

AKIRA IWAUCHI

農業・災害に
　　強い町へ

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し

確
に
分
か
り
や
す
く
情
報
を
伝
え
る

こ
と
で
す
。
そ
う
い
っ
た
点
で

S
N
S
は
非
常
に
有
効
な
手
段
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

防
災
無
線
の
戸
別
受
信
機
の
配

布
を
し
て
い
る
が
、
今
後
も
続

け
て
い
く
の
か
。

【
町
長
】
中
高
年
世
代
を
中
心

に
防
災
無
線
か
ら
の
情
報
収
集

の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
た
め
、
今
後
も
戸

別
受
信
機
の
貸
与
は
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
。

今
年
も
各
地
で
台
風
や
線
状
降

水
帯
に
よ
る
大
雨
の
被
害
が
出

て
い
る
が
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
入
っ

て
い
る
今
、
風
水
害
時
の
役
場
職
員

の
対
応
に
つ
い
て
、
改
め
て
全
職
員

が
役
割
を
再
確
認
し
て
い
る
か
。

【
町
長
】「
災
害
発
生
時
職
員
初

動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
全
職
員
に

配
布
し
、
常
に
、
災
害
発
生
時
の
対

応
や
災
害
復
旧
な
ど
に
備
え
て
い
ま

す
。

▲今後、農業をどう成長させるかが町の課題

岩内 章　議員
（創芝会）

（所要時間56分）
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金
の
使
途
を
明
確
に
町
民
に
広
く
公

表
し
て
は
。

【
町
長
】
令
和
３
年
度
決
算
確

定
後
、
公
表
で
き
る
よ
う
に
し

ま
す
。芝

山
町
田
園
型
居
住
地
創
出
拠

点
整
備
事
業
の
地
元
説
明
会
に

お
い
て
地
元
の
要
望
や
意
見
は
。

【
町
長
】
開
発
地
計
画
東
側
の

町
道
道
改
良
や
流
末
水
路
の
改

修
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

開
発
地
計
画
東
側
の
町
道
の
幅

員
が
狭
い
部
分
が
あ
る
計
画
の

よ
う
だ
が
改
修
計
画
は
。 

【
企
画
空
港
政
策
課
都
市
計
画
・

市
街
地
整
備
計
画
担
当
課
長
】

南
側
の
入
り
口
に
あ
た
る
と
こ
ろ
は

開
発
区
域
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
の
で
、

拡
幅
し
な
い
予
定
で
す
。
理
由
と
し

て
、
抜
け
道
に
な
ら
な
い
よ
う
あ
え

て
拡
幅
し
ま
せ
ん
。

国
道
２
９
６
号
線
（
川
津
場
地

先
）
に
、
歩
道
の
整
備
が
必
要

だ
と
思
う
が
。

【
町
長
】
国
道
２
９
６
号
線
は
、

町
域
す
べ
て
に
お
い
て
４
車
線

化
を
要
望
し
て
お
り
、
併
せ
て
歩
道

を
設
置
す
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

實川 嘉一　議員
（眞人）

（所要時間60分）

『一般質問』

「
食
料
安
全
保
障
」
の
町
長
の

見
解
は
。

【
町
長
】
す
べ
て
の
国
民
が
将

来
に
わ
た
っ
て
良
質
な
食
料
を

合
理
的
な
価
格
で
入
手
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
は
、
国
の
基
本
的
な
責

務
と
感
じ
て
い
ま
す
。

国
の
肥
料
高
騰
対
策
が
決
ま
っ

た
が
芝
山
町
の
対
応
は
。 

【
町
長
】
情
報
を
提
供
す
る
機

関
と
し
て
窓
口
で
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

国
の
肥
料
高
騰
対
策
の
対
象
に

な
ら
な
か
っ
た
農
業
者
へ
の
対

応
は
考
え
て
い
る
か
。

【
町
長
】
利
用
状
況
や
農
業
者

の
現
状
把
握
に
努
め
、
そ
の
結

果
を
参
考
に
対
応
を
考
え
ま
す
。

燃
料
、
飼
料
、
資
材
等
も
高
騰

し
て
い
る
が
、
芝
山
町
独
自
の

対
策
は
で
き
な
い
か
。

【
町
長
】
農
業
以
外
の
様
々
な

産
業
に
影
響
を
与
え
て
お
り
、

国
、
県
、
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

町
の
対
応
を
検
討
し
ま
す
。

令
和
４
年
度
普
通
交
付
税
等
が

０
円
と
な
っ
た
影
響
は
。

【
町
長
】
普
通
交
付
税
と
臨
時

財
政
対
策
債
を
合
わ
せ
て

８
０
０
０
万
円
、
空
港
周
辺
対
策
交

付
金
の
内
、
普
通
交
付
金
と
地
域
振

興
枠
を
合
わ
せ
て
１
億
５
０
０
０
万

円
減
収
と
な
る
見
込
み
で
す
。

不
交
付
に
よ
る
今
年
度
以
降
の

対
応
は
。

【
町
長
】
今
年
度
は
、
財
政
調

整
基
金
を
取
り
崩
し
、
減
収
分

の
財
源
を
確
保
し
ま
す
。
次
年
度
に

向
け
て
は
、
総
合
計
画
に
基
づ
い
た

施
策
の
適
正
な
実
施
を
図
る
べ
く
国

庫
補
助
金
な
ど
の
確
保
に
向
け
取
り

組
み
ま
す
。

空
港
周
辺
対
策
交
付
金
の
使
途

を
明
確
に
町
民
に
広
く
公
表
し

て
は
。 【

町
長
】
地
域
と
空
港
の
発
展

が
好
循
環
す
る
ま
ち
づ
く
り
を

実
感
し
て
い
た
だ
く
材
料
に
な
る
と

思
わ
れ
ま
す
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
を
活
用
し
て
情
報
発
信
し
て
い
き

ま
す
。国

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

豊
か
な
自
治
体
は

一
次
産
業
が
強
い

KAICHI JITSUKAWA

芝
山
町
が
※
不
交
付
団
体

住
み
よ
い
環
境
づ
く
り

交
付
金
の
使
途
を
明
確
化

物
価
高
騰
対
策
は

【不交付団体】独自の税収が多く、交付税を受け取らずに財政運営ができる「不交付団体」に令和４年度芝
山町が加わりました。地方交付税は、地方自治体ごとの財源の不均衡を調整し、一定水準を維持するため、
所得税や法人税、消費税などの国税の一部を原資に国が交付しています。13年ぶりに不交付団体となった芝
山町は、医薬品などの製造販売業と航空貨物、運送業の償却資産が増えたことが増収につながりました。
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行
っ
て
は
ど
う
か
と
提
案
し
、
町
長

か
ら
「
社
会
教
育
の
中
で
出
来
る
と

思
う
」
と
の
答
弁
を
頂
い
た
が
、
事

業
の
検
討
は
。

【
町
長
】
ご
提
案
頂
い
た
英
語

事
業
は
航
空
科
学
博
物
館
と
協

議
を
始
め
て
い
ま
す
。
ま
た
公
民
館

事
業
や
親
子
で
体
験
活
動
が
出
来
る

若
竹
塾
の
活
用
も
視
野
に
入
れ
、
英

語
事
業
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

一
昨
年
、
全
児
童
・
生
徒
分
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
購
入
し
た

が
、
リ
モ
ー
ト
授
業
の
実
施
は
進
ん

で
い
る
か
。

【
教
育
長
】
コ
ロ
ナ
陽
性
者
や

濃
厚
接
触
者
な
ど
の
児
童
生
徒

の
ご
家
庭
と
教
室
と
で
、
リ
モ
ー
ト

授
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
授
業
参

観
や
「
６
年
生
を
送
る
会
」
な
ど
で

も
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
ま
し
た
。

【
教
育
課
長
】
最
近
で
は
、
対
面
で

の
授
業
も
出
来
ま
す
。

地
域
公
共
交
通
計
画
策
定
業
務

の
委
託
業
者
が
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

に
よ
り
選
定
さ
れ
た
が
、
本
当
に
芝

山
町
の
実
情
に
あ
っ
た
計
画
を
作
れ

る
の
か
。

【
企
画
空
港
政
策
課
長
】
受
託

業
務
の
実
績
や
経
験
値
が
あ

り
、
様
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
引
き
出

せ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
芝
山
町

の
公
共
交
通
問
題
を
解
決
で
き
る
よ

う
、
私
た
ち
事
務
局
が
し
っ
か
り
と

し
た
軸
を
持
ち
計
画
策
定
に
結
び
付

け
た
い
と
思
い
ま
す
。

に
伴
う
維
持
工
事
の
増
加
、子
育
て
・

教
育
の
一
体
化
に
向
け
た
取
り
組
み

な
ど
に
対
し
て
の
人
員
や
、
新
た
に

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
の
設
置

が
今
年
度
中
に
予
定
さ
れ
て
お
り
、

専
門
職
の
配
置
が
必
要
で
す
。

子
育
て
・
教
育
の
一
体
化
に
向

け
た
調
査
研
究
の
進
捗
は
。

【
町
長
】
先
進
地
区
の
南
房
総

市
を
訪
問
し
ま
し
た
。
今
後
担

当
課
長
、
係
長
に
よ
る
行
政
視
察
も

検
討
し
、
当
町
に
も
取
り
入
れ
可
能

な
も
の
は
、
今
後
の
機
構
改
革
の
中

で
反
映
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
６
月
議
会
で
、
航
空
科

学
博
物
館
の
協
力
を
得
て
芝
山

の
子
ど
も
達
に
英
会
話
教
室
な
ど
を

『一般質問』

坂井 慶子　議員
（創芝会）

（所要時間60分）

麻
生
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
さ
せ
る

べ
く
機
構
改
革
に
着
手
す
る
と

い
う
施
政
方
針
が
あ
っ
た
が
進
捗
は
。

【
町
長
】
機
構
改
革
の
実
施
は

令
和
６
年
４
月
を
目
標
に
、
各

部
署
の
事
務
分
掌
の
洗
い
出
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
の
担

当
課
長
制
度
廃
止
も
検
討
中
で
す
。

今
年
度
末
の
定
年
退
職
者
数
を

超
え
る
職
員
を
募
集
し
て
い
る

が
、
職
員
数
不
足
の
理
由
は
。

【
町
長
】
住
宅
系
拠
点
整
備
、

上
水
道
整
備
、
町
道
の
老
朽
化

未来を創る
新たな組織図

KEIKO SAKAI

芝
山
町
公
共
交
通
計
画
の

進
捗
は

機
構
改
革
い
つ
か
ら

リ
モ
ー
ト
授
業
の
体
制
は

芝
山
独
自
の
子
育
て
・

教
育
施
策
の
実
践
を

▲タブレットの活用方法は今後
　どのような広がりを見せるのか
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議案�
番号

上程された
議案・概要・結果�

賛成：○　反対：×　欠席：欠　退席：退

議席
番号 議

会
だ
よ
り

掲
載
ペ
ー
ジ

①②③④⑤欠
番⑦⑧⑩⑪⑫

⑨
議
長

決議
結果

大
木
浩
司

岩
澤
勝
則

岩
内　
章

坂
井
慶
子

實
川
嘉
一

空
席

岩
澤
達
弥

伊
橋
寿
夫

戸
井
沢
夫

内
田
白
民

平
山　
弘

小
嶋
秀
樹

人　事

第１号 芝山町固定資産評価審査委員会委員選任同意（任期満了に
伴い、引き続き伊藤純一氏を選任）

同意 
賛（9）・否（ 0 ） 欠 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ －

条例の一部改正

第２号 職員の育児休業等に関する条例の一部改正（育児休業の取
得回数制限の緩和等）

可決 
賛（9）・否（ 0 ） P3 欠 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ －

組合規約の一部改正

第３号
千葉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数
の増加及び千葉県市町村総合事務組合規約の一部改正（船
橋市・習志野市・八千代市・鎌ヶ谷市の四市複合事務組合を追加）

可決 
賛（9）・否（ 0 ） P6 欠 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ －

令和４年度補正予算

第４号
令和４年度芝山町一般会計補正予算（第３号）
（総務費9806万8０００円等を増額し、総額59億8750万3
０００円とする）

可決 
賛（9）・否（ 0 ） P3,4,5,6 欠 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ －

第５号 令和４年度芝山町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 
（国民健康保険事業費納付金を減額し、総額10億1110万3０００円とする）

可決 
賛（9）・否（ 0 ） P6 欠 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ －

第６号 令和４年度芝山町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 
（事業費370万4０００円を増額し、総額5244万8０００円とする）

可決 
賛（9）・否（ 0 ） P6 欠 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ －

第７号 令和４年度芝山町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 
（事業費330万円を増額し、総額2億6428万3０００円とする）

可決 
賛（9）・否（ 0 ） P6 欠 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ －

第８号
令和４年度芝山町介護保険特別会計補正予算（第１号） 
（還付加算金及び繰出金等1376万4０００円を増額し、
総額9億3997万2０００円とする）

可決 
賛（9）・否（ 0 ） P6 欠 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ －

第９号 令和４年度芝山町共同浄化槽事業特別会計補正予算（第２号）
（総務管理費3万8０００円を増額し、総額4118万5０００円とする）

可決 
賛（9）・否（ 0 ） P6 欠 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ －

第10号 令和４年度芝山町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 
（総務管理費506万5０００円を増額し、総額1億3476万5０００円とする）

可決 
賛（9）・否（ 0 ） 欠 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ －

認定

第１号
令 和 ３ 年 度 芝 山 町 一 般 会 計 歳 入 歳 出 決 算 
（一般会計の令和３年度歳入歳出決算を監査委員の意見を
付して認定するものです。）

可決 
賛（9）・否（ 0 ）

P2,8,
9,10 欠 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ －

第２号
令和３年度芝山町国民健康保険特別会計歳入歳出決算
（国民健康保険特別会計の令和３年度歳入歳出決算を監
査委員の意見を付して認定するものです。）

可決 
賛（9）・否（ 0 ） 欠 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ －

第３号
令和３年度芝山町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算
（農業集落排水事業特別会計の令和３年度歳入歳出決算
を監査委員の意見を付して認定するものです。）

可決 
賛（9）・否（ 0 ） 欠 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ －

第４号
令和３年度芝山町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算
（公共下水道事業特別会計の令和３年度歳入歳出決算を
監査委員の意見を付して認定するものです。）

可決 
賛（9）・否（ 0 ） 欠 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ －

第５号
令和３年度芝山町介護保険特別会計歳入歳出決算
（介護保険特別会計の令和３年度歳入歳出決算を監査委
員の意見を付して認定するものです。）

可決 
賛（9）・否（ 0 ） 欠 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ －

第６号
令和３年度芝山町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
（後期高齢者医療特別会計の令和３年度歳入歳出決算を
監査委員の意見を付して認定するものです。）

可決 
賛（9）・否（ 0 ） 欠 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ －

第７号
令和３年度芝山町共同浄化槽事業特別会計歳入歳出決算
（共同浄化槽事業特別会計の令和３年度歳入歳出決算を監
査委員の意見を付して認定するものです。）

可決 
賛（9）・否（ 0 ） 欠 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ －

報告

第１号 専決処分の報告（損害賠償の額の決定及び和解） 報告
報告のみ（採決なし）

第２号 令和３年度芝山町一般会計継続費精算報告書 
（芝山町町勢要覧作成業務委託の完了に伴う報告） 報告

追加議案

第１号 物品売買契約の締結（防災行政無線戸別受信機購入　） 可決 
賛（9）・否（ 0 ） 欠 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ －

追加報告

第１号 専決処分の報告（損害賠償の額の決定及び和解） 報告 報告のみ（採決なし）

議員発議（決議書の採択による発議）

第１号 圏央道（大栄・横芝間）の早期完成等に関する決議�
（提出者：坂井慶子議員、伊橋寿夫議員）

可決 
賛（9）・否（ 0 ） 欠 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ －

第２号 成 田 空 港 の 更 な る 機 能 強 化 に 関 す る 決 議�
（提出者：坂井慶子議員、伊橋寿夫議員）

可決 
賛（9）・否（ 0 ） 欠 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ －

令和４年第３回定例会で審議した議案とその結果議員の賛否を公開 ※議長は採決に加わりません。
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活動報告

◀︎人口減少は地方にとって大きな課題

▲熊谷知事（右）へ空港強化などの要望を盛り込んだ
決議書を手渡す協議会役員

Profile

　令和４年７月13日付けで、岩澤達弥議員に山武郡市
議会議長会より表彰状及び感謝状が贈呈されました。

昭和 35 年１月 26 日生（62 歳）
当選３回。令和２年３月から令
和３年 11月まで第 63・64 代
芝山町議会議長を務める。

岩
いわさわたつや

澤達弥（岩山）

１０年の功績を称られ表彰

　５月26日に成田空港周辺市町議会連絡協議会総会
で了承された「成田空港の更なる機能強化に関する決
議書」が７月６日、千葉県に提出されました。また、７月
11日には成田国際空港㈱、８月９日には国土交通省航
空局にも同決議書が提出されました。受け取った千葉
県の熊谷知事は「成田空港と周辺地域の発展は、県と
市町村の緊密な連携が不可欠で、決議を重く受け止め
ます」と応えました。

７月６日　成田空港の更なる機能強化に
関する決議書提出

１日も早い機能強化の実現を

　山武市のぎくプラザにて、山武郡市の議会議員に向
けた研修会が行われました。芝山町からは11名の議
員が参加し、「人口縮小におけるまちづくり」を題材に、
龍谷大学政策学部教授、服部圭郎氏による講演を受
講しました。人口が減少するという現実に向き合った地
方自治のあり方を学びました。

７月 13 日　第 56 回山武郡市議会議員研修会
町議会の見聞を磨く

　
議
会
議
員
10
年
の
節
目
で

自
治
功
労
表
彰
並
び
に
山
武

郡
市
議
会
議
長
会
会
長
と
し

て
の
貢
献
に
対
し
て
感
謝
状

を
頂
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
一
重
に
、
町
民
の

皆
様
の
ご
協
力
と
ご
支
持
の

賜
物
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
も
初
心
を
忘
れ
ず
皆

様
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
承

り
な
が
ら
町
発
展
の
た
め
活

動
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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スポーツを通して交流を深める皆さんならではの、鋭いアタックのようなご意見の数々。私たち議会も、町の
ために欠かせない皆さんの視点をしっかり受けとめ、確かなレシーブとして返せるよう頑張ってまいります。

▲左から藤川渚さん（小池） 藤川リカさん（小池） 田村和枝さん（山武市） 鵜澤香織さん（小池） 矢部綿子さん（山武市）

―
み
な
さ
ん
は
町
の
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
「
二
川
」
で
活
動
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。

「
は
い
、
私
た
ち
は
毎
週
芝
山
小
学
校
の
体

育
館
を
借
り
て
試
合
に
向
け
て
練
習
し
て
い

ま
す
。」

―
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
印
象
は
ど
う
で
す

か
。

「
歴
史
が
古
い
こ
と
や
、
人
を
受
け
入
れ
て

く
れ
る
こ
と
が
い
い
と
こ
ろ
か
な
。
昔
は
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
が
12
チ
ー
ム
も
あ
っ
た

ん
で
す
よ
。
他
の
町
と
比
べ
る
と
す
ご
く
盛

ん
で
す
よ
ね
。」

―
12
チ
ー
ム
で
す
か
。
芝
山
町
だ
け
で
そ
ん

な
に
た
く
さ
ん
の
方
々
が
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
さ

れ
て
い
た
ん
で
す
ね
。

「
今
と
な
っ
て
は
人
が
減
っ
て
統
廃
合
し
た
り

し
て
５
チ
ー
ム
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
、

そ
れ
で
も
他
の
町
か
ら
友
達
を
呼
ん
で
練
習

や
試
合
を
し
て
ま
す
。」

―
町
内
外
問
わ
ず
交
流
も
盛
ん
な
ん
で
す
ね
。

次
に
み
な
さ
ん
か
ら
見
た
町
の
魅
力
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

「
や
は
り
風
和
里
の
新
鮮
な
野
菜
で
す
よ
ね
。

他
の
と
こ
ろ
で
買
う
野
菜
と
比
べ
る
と
本
当

に
美
味
し
い
わ
よ
。
種
類
も
た
く
さ
ん
あ
る

し
。」

―
芝
山
な
ら
で
は
の
味
わ
い
で
す
よ
ね
。

「
空
港
が
近
い
し
、
航
空
博
物
館
も
す
ご
く

賑
わ
っ
て
ま
す
よ
ね
。
私
の
友
達
も
飛
行
機

編集委員から一言

新
鮮
野
菜
や
飛
行
機
、
町
の
魅
力
は
た
く
さ
ん

が
好
き
で
、
住
ん
で
い
る
千
葉
市
か
ら
、
飛
行

機
を
見
に
わ
ざ
わ
ざ
足
を
運
ん
で
き
ま
す
。
他

に
も
芝
山
仁
王
尊
は
建
物
が
立
派
だ
し
、
は
に

わ
博
物
館
も
あ
っ
て
、
芝
山
町
っ
て
た
く
さ
ん

見
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
ね
。」

―
逆
に
町
の
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
勿
体
な
い
と
思
い

ま
す
か
。

「
私
た
ち
も
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る
の
で
、
ス

ポ
ー
ツ
施
設
が
少
な
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。
空
の

湯
は
あ
る
け
ど
、
も
っ
と
室
内
プ
ー
ル
や
ヨ
ガ

ス
タ
ジ
オ
な
ど
が
あ
っ
て
色
ん
な
世
代
が
利
用

で
き
る
施
設
が
あ
る
と
、
町
も
も
っ
と
盛
り
上

が
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。」

▲バレーボールが大好きで、とても和やかな
　雰囲気のチーム二川のみなさん

今回の
テーマ

Vol. ２
Machi Kisha

しばやま町議会記者クラブこちら

このコーナーは、議会だより編集委員がテーマに沿ってご意見を伺う突撃取材型
の企画です。地域や老若男女の垣根を越え、顔の見える議会活動で町への提案を
集めていきます。

Q町のスポーツ振興の印象は？　Q町の魅力　Q町の勿体ないこと

町のスポーツ女子にインタビュー
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「
青
春
っ
て
、
す
ご
く
密
な
の
で
・
・
・
。」

　
東
北
勢
と
し
て
今
年
の
全
国
高
校
野
球
選
手

権
大
会
を
初
制
覇
し
た
チ
ー
ム
の
監
督
が
、
深

紅
の
大
優
勝
旗
を
前
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
「
普
通

の
青
春
」
を
送
れ
な
か
っ
た
全
て
の
高
校
生
に

対
す
る
思
い
を
述
べ
た
言
葉
が
と
て
も
印
象
的

で
し
た
。

　
子
ど
も
か
ら
大
人
へ
と
成
長
し
て
い
く
時
期

に
、
他
者
と
密
接
に
交
わ
る
機
会
の
多
く
を
奪

わ
れ
た
10
代
の
若
者
た
ち
。「
リ
モ
ー
ト
」
と

呼
ば
れ
る
、
い
わ
ば
バ
ー
チ
ャ
ル
な
社
会
生
活

で
の
経
験
が
、
心
身
の
面
で
ど
れ
ほ
ど
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
が
気
が
か
り
で
す
。

今
ま
で
の
大
人
達
と
は
全
く
違
う
成
長
期
を
過

ご
す
子
供
た
ち
が
５
年
10
年
後
に
は
、
次
世
代

の
社
会
人
と
し
て
巣
立
つ
と
い
う
こ
と
を
十
分

に
理
解
・
想
定
し
た
上
で
、
芝
山
町
議
会
も
行

政
も
、
と
も
に
未
来
の
扉
を
開
け
て
い
か
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
ふ
と
見
上
げ
れ
ば
、
天
高
く
爽
や
か
な
秋
の

空
。
古
代
か
ら
人
々
が
豊
か
に
暮
ら
し
て
き
た

こ
の
芝
山
の
美
し
い
風
景
の
中
で
、
若
者
た
ち

の
失
わ
れ
た
時
間
を
取
り
戻
す
き
っ
か
け
と
な

る
よ
う
な
政
策
展
開
が
実
現
で
き
る
よ
う
、
私

た
ち
芝
山
町
議
会
が
し
っ
か
り
と
歩
み
を
進
め

て
参
り
ま
す
。

編
集
委
員
一
同

My
Home Town

Episode 21

Ｑ�どんなきっかけで、芝山町に
やって来ましたか？
結婚後、のどかな町に住みたいと思
い、夫の出身である芝山町に、大阪
府の吹田市から来ました。

Ｑ芝山町の印象は？

Ｑ芝山町での生活はどうですか？

もともと田舎の風景が好きで、私の
好みにとてもマッチしていて、すご
く感動しました。さらに田舎風景に
飛行機が間近で見れるのも、他では
あまり無いですし、芝山町の強みで
はないかと思います。

以前に住んでいた東京と比べると、
とても快適ですね。特に風和里で新
鮮な野菜が買えるので、子供たちに
も安心して食べさせることができま
す。あと、仕事で写真を撮っている
ので、芝山町のあらゆる写真をこれ
から撮っていきたいです。

Ｑ町に望むことは？
０歳児保育をする保育所の数を増やしてほしいです。今は町に１カ所
しか無いので、仕事をしながら２人の子供を別の保育所に通わせるの
が大変でした。あと、もう少し町からの情報を上手に発信してもらえ
ると、その情報をもとに私たちも生活しやすくなると思います。

この町の「風景」が私は好きです。

「ある日突然あなたが主役」

Information
令和4年第4回芝山町議会
定例会のお知らせ
12月５日
９日

開催予定。
議会は、どなたでも傍聴できます。
私たちに一番身近な政治を感じて
みませんか。

編
集
後
記

㈪から
㈮

勝俣　喜
よ し こ

子さん
（高田）


